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ボーリング柱状図

調 査 名 平成27年度　新施設整備事業　地質調査業務委託（伊豆市佐野地区）

事業・工事名

ボーリング名 B - 1 調査位置 伊 豆 市 佐 野 地 区 ( 県 道 側 ) 北 緯 3 4 ﾟ  5 7 '  1 2 "

東 経 1 3 8 ﾟ  5 6 '  3 4 "発 注 機 関 伊 豆 市 伊 豆 の 国 市 廃 棄 物 処 理 施 設 組 合 調査期間 平成 27年 7月 6日 ～ 27年 7月 1 3日

調 査 業 者 名

株 式 会 社  東 日

電話
( 0 5 5 - 9 2 4 - 8 2 0 0 )

主任技師 大 井  寿 彦

現 場

代 理 人

大 井  寿 彦

コ ア

鑑 定 者

吉 田  耕 作

ボｰリング

責 任 者

下 橋  清 人

孔 口 標 高

75.20m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 

上

下

0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地

盤

勾

配
90ﾟ 

水平0ﾟ 

鉛

直

0ﾟ 

使

用

機

種

試 錐 機 吉 田 鉄 工 所  Y B M - 1 W - A

ハンマー

落下用具

半 自 動 型 落 下 装 置

エンジン ﾔ ﾝ ﾏ ｰ ﾃ ﾞ ｨ - ｾ ﾞ ﾙ ㈱  N F D  0 8 - K ポ ン プ 東 邦 地 下 工 業 ㈱  S - 3 0総 掘 進 長  15.27m

ボーリングNo B - 1

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

標

高

(m)

 74.10

 72.80

 71.60

 70.40

 65.45

 59.93

層

厚

(m)

  1.10

  1.30

  1.20

  1.20

  4.95

  5.52

深

度

(m)

1.10

2.40

3.60

4.80

9.75

15.27

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

礫混りシルト主体。上部草木根

混入する。無水掘削にて水位1.0

1mを確認した。0.80mより礫の混

入多くなる。

埋

土

暗

褐

灰

含水多い。粘性中位のシルト。

1.35～1.60m　10mm前後の安山岩

円礫含む。

少量の砂を含む。

シ

ル

ト

暗

褐

灰

含水中位。粘性大きい軟らかい

シルト質砂。

所々に5mm程度の軽石を混入す

る。礫分は10%程度。

礫混じ

りシル

ト質砂

暗

灰

含水中位～やや多い。

10mm前後の安山岩円礫を50～60%

程度混入する。

マトリクスは粘性土混じる細砂

～粗砂。

シルト

混じり

礫質砂

暗

褐

灰

礫分80～90％、7～15㎝(推定礫

径45㎝)コアが全体の30～50％を

占める。

岩片の端部は酸化色を呈す。礫

種は安山岩で新鮮、硬質。

礫、玉石以外のマトリクス部は

粘性土混じる細砂～粗砂。

5.4～5.5mに青灰色の砂質シルト

を挟む。

土質試験は玉石以外のマトリク

スを実施

1層目の水位は深度1.01m(無水掘

削で初日に確認)、2層目の水位

は深度5.0m付近にある(3日目の7

月8日～6日目の7月13日までほぼ

一定、ケーシング深度4～11m、最

終日7月13日はケーシング抜管

後)。

玉

石

混

じ

り

砂

礫

暗

灰

 

暗

茶

褐

B－3とは異なり変質を被ってい

ない青灰色の綺麗な凝灰質砂岩。

しかし、亀裂が発達し、コアは岩

片状になる(B－3よりは若干良

好)。

11.2～11.3m、11.35～11.55mは

棒状コアで採取。

12.6m付近の粘土化部に僅かに膨

張性ある。

凝

灰

質

砂

岩

暗

青

灰

B

Ac

As

Td

G

TS

孔

内

水

位

(m)

／

測

定

月

日

1.01

7/6

4.98

7/13

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.52

3.15

3.52

4.15

4.45

5.15

5.23

6.15

6.23

7.00

7.07

8.15

8.35

9.00

9.03

10.15

10.27

11.00

11.03

12.10

12.15

13.10

13.15

14.10

14.18

15.15

15.27

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

1

9

1

23

1

19

3

50

8

50

8

50

7

21

50

3

42

50

3

50

5

50

5

50

8

41

10

～

20

1

21

1

14

1

18

2

29

8

2

9

2

20

～

30

3

打

撃

回

数

/

貫

入

量

(cm)

2

30

2

37

2

37

8

30

50

8

50

8

50

7

50

20

50

3

50

12

50

3

50

5

50

5

50

8

50

12

N     値

0 10 20 30 40 50 60

2

2

2

8

188

188

214

75

500

125

500

300

300

188

125

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試料採取

深

度

(m)

3.15

3.52

4.15

4.45

8.15

8.35

11.15

11.30

試

料

番

号

1-1

1-2

1-3

1-4

採

取

方

法

○-

○-

○-

室

内

試

験

(

 

 

 

)

物理

物理

物理

一軸

掘

進

月

日

7

6

7

7

7

8

7

9

7

10

7

11

F1ooi-XP


F1ooi-XP


F1ooi-XP

F1ooi-XP


F1ooi-XP


F1ooi-XP


F1ooi-XP


F1ooi-XP


F1ooi-XP


F1ooi-XP


F1ooi-XP


F1ooi-XP

F1ooi-XP

F1ooi-XP

F1ooi-XP

F1ooi-XP

F1ooi-XP


F1ooi-XP


F1ooi-XP


F1ooi-XP


F1ooi-XP


F1ooi-XP


F1ooi-XP

F1tamura


F1tamura


F1tamura


F1tamura


F1ooi-XP
　　　　　　　 　掘削φ66mm　　　　標準貫入試験シルト・粘性土　1.10+1.30  =2.40m　　　　2回砂・砂質土　　　1.20+1.20  =2.40m　　　  2回玉石混じり土砂　4.95 　　  =4.95m　　　  5回　軟　　岩　　　5.25　　　 =5.25m    　  6回　　　　　　　　　         15.00m　　　 15回



ボーリング柱状図

調 査 名 平成27年度　新施設整備事業　地質調査業務委託（伊豆市佐野地区）

事業・工事名

ボーリング名 B - 2 調査位置 伊 豆 市 佐 野 地 区 ( B - 1 ～ B - 3 間 休 耕 田 ) 北 緯 3 4 ﾟ  5 7 '  1 4 "

東 経 1 3 8 ﾟ  5 6 '  3 3 "発 注 機 関 伊 豆 市 伊 豆 の 国 市 廃 棄 物 処 理 施 設 組 合 調査期間 平成 27年 8月 18日 ～ 27年 8月 22日

調 査 業 者 名

株 式 会 社  東 日

電話
( 0 5 5 - 9 2 4 - 8 2 0 0 )

主任技師 大 井  寿 彦

現 場

代 理 人

大 井  寿 彦

コ ア

鑑 定 者

吉 田  耕 作

ボｰリング

責 任 者

石 原 　 修

孔 口 標 高

73.41m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 

上

下

0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地

盤

勾

配
90ﾟ 

水平0ﾟ 

鉛

直

0ﾟ 

使

用

機

種

試 錐 機 吉田鉄工所  Y B M - 0 5 D A - 2 型

ハンマー

落下用具

半 自 動 型 落 下 装 置

エンジン ﾔ ﾝ ﾏ - ﾃ ﾞ ｨ ｾ ﾞ ﾙ㈱ N F D 1 0 - M E K型 ポ ン プ 東 邦 地 下 工 業 ㈱  B G - 3 C 型総 掘 進 長  13.45m

ボーリングNo B - 2

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

標

高

(m)

 73.11

 72.16

 70.71

 67.71

 59.96

層

厚

(m)

  0.30

  0.95

  1.45

  3.00

  7.75

深

度

(m)

0.30

1.25

2.70

5.70

13.45

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

草根が混入する粘性土。耕作土 灰褐

粘性中位、含水中位。

上部砂分が卓越し、砂は細～中

砂。1mN値の最下部に径30mmの

安山岩亜角礫を混入する。

シルト

質砂

暗褐

灰～

暗青

灰

径5～30mmの安山岩の円～亜円礫

を40～60%混入する。含水中位。

マトリクスは粘性土混じり細～

粗砂。2.00～2.35m間は礫の混入

が殆ど無くシルト質砂状を呈す

る。

シルト

混じり

砂礫

暗灰

～暗

褐灰

礫分70～80％、3～13cm(推定礫

径40cm)コアが全体の30～80％を

占める。

10～13cmコアは1mに2～3個。

礫種は安山岩で新鮮で硬質。

崩壊性はあるが、著しくない。

マトリクスはシルト分が混じる

細砂～粗砂。

3.80m以深から玉石の混入が多く

なる。

玉

石

混

り

砂

礫

暗

褐

変質を被り青灰色に変質した凝

灰質砂岩。

RQD 10～20％

最大コア長 10cm程度。

7.50～11.80m　亀甲状に亀裂が

発達している。(密着し開口して

いない）

10m付近は粘土化し、孔壁は膨

張。

それ以外は亀甲状の亀裂が発達

し、若干の崩壊性を有す。

(ケーシング12m迄挿入)

変

質

凝

灰

質

砂

岩

淡

青

灰

B

As

Td

G

Tf

孔

内

水

位

(m)

／

測

定

月

日

1.75

8/18

2.24

8/24

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15

1.47

2.15

2.45

3.04

3.05

4.15

4.19

5.13

5.14

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

13.15

13.45

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

3

11

1

11

50

1

50

4

50

1

6

10

5

9

4

6

10

10

10

～

20

2

6

10

13

6

12

6

11

11

10

20

～

30

1

11

5

9

11

15

10

15

8

15

13

11

打

撃

回

数

/

貫

入

量

(cm)

6

32

12

30

50

1

50

4

50

1

27

30

38

30

21

30

36

30

18

30

32

30

34

30

31

30

N     値

0 10 20 30 40 50 60

6

12

1500

375

1500

27

38

21

36

18

32

34

31

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試料採取

深

度

(m)

0.80

1.40

2.15

2.45

4.15

4.19

10.50

10.6510.65

11.00

試

料

番

号

2-1

2-2

2-3

2-4

2-5

採

取

方

法

○T

○-

○-

室

内

試

験

(

 

 

 

)

物理力

学

物理

物理

膨張率

・CEC

一軸

掘

進

月

日

8

18

8

19

8

20

8

21

8

22

F1ooi-XP

F1ooi-XP

F1ooi-XP


F1ooi-XP

F1ooi-XP


F1ooi-XP

F1ooi-XP

F1ooi-XP

F1ooi-XP

F1ooi-XP


F1ooi-XP


F1ooi-XP


F1ooi-XP


F1ooi-XP


F1ooi-XP

F1ooi-XP

F1ooi-XP

F1ooi-XP

F1ooi-XP

F1ooi-XP

F1ooi-XP


F1ooi-XP
　　　　　　　 　掘削φ66mm　　　　標準貫入試験シルト・粘性土　0.30　　　 =0.30m　　　　0回砂・砂質土　　　0.95　　　 =0.95m　　　　0回礫混じり土砂　　1.45 　　  =1.45m　　　  2回玉石混じり土砂　3.00 　　  =3.00m　　　  3回　軟　　岩　　　7.30　　　 =7.30m    　  8回　　　　　　　　　         13.00m　　　 13回

F1tamura

F1tamura

F1tamura

F1tamura

F1ooi-XP


F1ooi-XP




ボーリング柱状図

調 査 名 平成27年度　新施設整備事業　地質調査業務委託（伊豆市佐野地区）

事業・工事名

ボーリング名 B - 3 調査位置 伊 豆 市 佐 野 地 区 ( オ ト リ ハ ッ ト  サ ン 天 城 駐 車 場 内 ） 北 緯 3 4 ﾟ  5 7 '  1 7 "

東 経 1 3 8 ﾟ  5 6 '  3 3 "発 注 機 関 伊 豆 市 伊 豆 の 国 市 廃 棄 物 処 理 施 設 組 合 調査期間 平成 27年 6月 2 9日 ～ 2 7年 7月 3日

調 査 業 者 名

株 式 会 社  東 日

電話
( 0 5 5 - 9 2 4 - 8 2 0 0 )

主任技師 大 井  寿 彦

現 場

代 理 人

大 井  寿 彦

コ ア

鑑 定 者

吉 田  耕 作

ボｰリング

責 任 者

下 橋  清 人

孔 口 標 高

70.86m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 

上

下

0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地

盤

勾

配
90ﾟ 

水平0ﾟ 

鉛

直

0ﾟ 

使

用

機

種

試 錐 機 Y B M - 1 W - A  吉 田 鉄 工 所

ハンマー

落下用具

半 自 動 型 落 下 装 置

エンジン N F D  0 8 - K  ﾔ ﾝ ﾏ ｰ ﾃ ﾞ ｨ - ｾ ﾞ ﾙ ㈱ ポ ン プ S - 3 0  東 邦 地 下 工 業 ㈱総 掘 進 長  10.18m

ボーリングNo B - 3

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

標

高

(m)

 70.36

 68.86

 67.76

 60.68

層

厚

(m)

  0.50

  1.50

  1.10

  7.08

深

度

(m)

0.50

2.00
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1

伊豆市佐野地区付近の活断層について 

伊豆市佐野地区付近の活断層について、現在入手できる公式資料を基に述べる。 

 

1.資料 

 使用する資料は次の 2つである。 

 1)伊豆半島活断層図(印刷物地図縮尺 1/5 万) 旧通商産業省 地質調査所 昭和 53年 

 2)産業技術総合研究所 活断層データベース(インターネット上縮尺変更可能) 

起震断層・活動セグメント検索[GoogleMaps 版] 

 

2.活断層の分布について 

 佐野地区付近の活断層の分布について前述の 2資料を示して述べる。 

 1)伊豆半島活断層図 

  ①計画地を通過する活断層は見当たらない。 

  ②計画地の東側約 600m に SN で示される活断層の北端がある。 

   SN：佐野断層 分類は確実活断層の地形学的確認 

     第四紀における活動が認められた断層であり、地形上明瞭な変位地形を有するものだ

が、歴史時代の記録は無いものに当たる。 

 2)産業技術総合研究所 活断層データベース 

  ①計画地を通過する活断層は見当たらない。 

  ②計画地の西側約 200～300m に B で示される活断層の南端がある。 

   B：修善寺断層  

     前回の活動は 1930 年北伊豆地震で平均活動間隔は 3,000 年、今後 30 年以内の将来活

動確率は 0～1％である。 
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地質凡例 



 

 

3

調 査 地 付 近 の 活 断 層 図     S=1:50,000 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 調査地周辺の活断層図 S=1:50,000 

 出典:「伊豆半島活断層図」縮尺=1:50,000     

(旧工業技術院 地質調査所 昭和 53 年)   
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図 2 産総研活断層図 
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火山が作った中伊豆の風景 

伊豆半島のジオマップ 4 
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